
共催：福岡CTコア研究会、ブラッコ・ジャパン株式会社

第33回福岡CTコア研究会
2026年5 月 16日（土） 15:00 ~ 17:45

Hybrid開催（無料）

15:15～15:45 【座長】 小倉記念病院 坂本和翔

15:10～15:15 ブラッコ・ジャパン株式会社 情報提供

17:35～17:45 閉会挨拶 次回当番世話人：福岡徳洲会病院 鷹尾 祐一

当番世話人：戸畑共立病院 田中 順平15:00～15:10 開会挨拶

日時

会場 現地50名 + Web配信

「 急性腹症における救急CTの実践と新人教育の取り組み 」

九州労災病院 水上 拓哉

15:50～16:20

「 誰が撮っても、『最高』を目指すCT戦略 ー夜間救急の質を担保する標準化と教育の極意ー 」

【座長】 福岡徳洲会病院 鷹尾 祐一

米盛病院 福留 慎也

16:30～17:00

「 『診療の空白時間』をなくす組織戦略 ーSTAT報告標準化と教育が支える次世代救急CTー 」

【座長】 佐賀県医療センター好生館 三井 宏太

熊本医療センター 村山 淳一

17:05～17:35

「 こんなときどうする? 現場事例から学ぶCTの安全管理とマネジメント 」

【座長】 戸畑共立病院 田中 順平

北九州市立医療センター 満園 裕樹

（休憩 10分）

救急CT × マネジメント

読影補助・STAT × 組織管理

医療安全 × 経営戦略

腹部救急 × 教育

塚尾 将大

TKP小倉駅前カンファレンスセンター（第1会議室）
［北九州市小倉北区浅野2丁目14-2 小倉興産16号館9階］

昨今の厳しい医療経営環境下において、高額なCT装置をいかに戦略的に活用するかは、我々診療放射線技師の技術と判
断力にかかっています。本研究会では「次世代のCT検査をデザインする ー臨床ニーズ×病院経営をつなぐ判断力ー 」をテーマに、
従来の受動的な撮影から脱却し、技師が主体となって検査の在り方を「能動的に設計」することを目指します。
今回はニーズの高い「救急」に焦点を当て、技師による迅速な見極めやSTAT報告の価値を深掘りします。的確な情報提供は、
診断・治療の短縮や医師の負担軽減に留まらず、手術室の早期稼働や入院日数の短縮といった「経営への直接的な貢献」を
可能にします。さらに、ワークフローの最適化による診療の滞留防止や、組織的な見落としを防ぐ安全管理の側面からも、その役
割は極めて重要です。
技術とマネジメントの両面から検査をデザインすることは、臨床現場と病院経営を支える大きな力となります。これからの時代に求
められる「技師の介在価値」を、共に考案しましょう。

テーマ  『 次世代のCTをデザインする!! ー 臨床ニーズ×病院経営をつなぐ判断力 ー 』
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参加方法

会場のご案内

※講演会内容(話される内容や投影される文字､写真､図､イラストなど)の無断での複製、転載、改変その他の二次利用はお控えください。
※ご入力いただきました個人情報は、個人情報保護法及び弊社内規定に従い適切に管理します。
※ブラッコ・ジャパン株式会社【個人情報保護に関する取り組み】 https://www.bracco.com/ja/privacy-policy

お問合せ先：ブラッコ・ジャパン（株） 福田了允 090-2532-5674 BJ-20260313-01

参加を希望される方は、以下のリンクまたは左の2次元コードから登録をお願いします。
その際、現地参加かWEB参加を選択して下さい。

現地参加希望の方は事前登録をお願いします。
登録期限は5/13(水)、ただし先着50名到達時点で登録締め切りとなります。

・ 日本X線CT専門技師認定機構の認定単位（Ⅱ-3 ）が取得できます。
・ 肺がんCT検診認定機構の単位認定を対象とする研究会です。
・ 日本救急撮影技師認定機構の認定団体です。

本研究会は以下の認定ポイントを付与予定です。

TKP小倉駅前カンファレンスセンター
【住所】
〒802-0001 福岡県北九州市小倉北区浅野2丁目14-2 小倉興産16号館 9階（第1会議室）

【アクセス】
●JR小倉駅をご利用の場合
新幹線口（北口）より徒歩約2分

●北九州モノレールをご利用の場合
小倉駅より徒歩約4分

https://us06web.zoom.us/webinar/register/WN_apUMaHX_TrOc7CF8uHEI_Q
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